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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】注射液の吸入性の向上及びろ過効果を両立させ
ることのできる注射器を提供する。
【解決手段】注射器１００は、ピストン付きシリンダ１
１０が配設され、先端に注射針２２０付きニードルホル
ダ２１０が配設され、前記ニードルホルダの内側に嵌め
込まれるフィルタブロックに貫通孔が穿孔され、該ニー
ドルホルダの後方側に、吸入路と排出路が設けられたコ
ネクティングキャップ２７０を備える。注射液は、注射
針－挿通孔－吸入路を通過してシリンダに流入し、投薬
による注射液の排出時には、前記ニードルホルダを直線
移動させて押付リブが螺旋溝に沿って移動すると同時に
、フィルタホルダが回転して排出路と、フィルタ及び挿
通孔を介して投薬が行われる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピストン付きシリンダが配設され、先端に注射針付きニードルホルダが配設され、前記
ニードルホルダの内側に嵌め込まれるフィルタブロックに貫通孔が穿孔され、該ニードル
ホルダの後方側に、吸入路と排出路が設けられたコネクティングキャップを備えるが、該
コネクティングキャップの前面はフィルタブロックに密着された状態でニードルホルダの
後方に嵌め込まれ、後端は前記シリンダに接続された構成を有し、
　注射液の吸入時には前記貫通孔と流入路を介して注射液がシリンダに流入し、注射液の
吸入後には前記フィルタブロックを回転させて排出路と貫通孔を連通させて該排出路の上
に配設されたフィルタを経て投薬が行われることを特徴とする注射器。
【請求項２】
　シリンダに配備されたピストンを往復移動させて注射液を吸入／排出する注射器であっ
て、
　前記シリンダの先端に係合され、該シリンダの内部と連通される吸入路と排出路が形成
されたコネクティングキャップと、
　前記コネクティングキャップの前面に組み付けられ、前記吸入路及び排出路と選択的に
連通される挿通孔が配備され、外側面には螺旋溝が形成されたフィルタブロックと、
　前記コネクティングキャップの前面に嵌め込まれるが、前記吸入路と同じ位置に孔が形
成されて吸入される注射液はろ過なしに通過させるフィルタと、
　前記フィルタの前面に配設され、フィルタブロックの挿通孔が連通される孔が形成され
たパッドと、
　前方に注射針が配備され、内部に第１及び第２取付孔が設けられて前記フィルタブロッ
クとコネクティングキャップがこの順に嵌め込まれるが、前記第１取付孔に押付リブが配
備されて前記螺旋溝に嵌め込まれるニードルホルダと、
　を備え、
　注射液は注射針－挿通孔－吸入路を通過してシリンダに流入し、投薬による注射液の排
出時には、前記ニードルホルダを直線移動させて押付リブが螺旋溝に沿って移動すると同
時に、フィルタホルダが回転して排出路と、フィルタ及び挿通孔を介して投薬が行われる
ことを特徴とする注射器。
【請求項３】
　シリンダに配備されたピストンを往復移動させて注射液を吸入／排出する注射器であっ
て、
　前記シリンダの先端に係合され、該シリンダの内部と連通される貫通孔が形成されたコ
ネクティングキャップと、
　前記コネクティングキャップの前面に組み付けられ、前記吸入路及び排出路が形成され
て前記貫通孔に選択的に連通され、外側面には螺旋溝が形成されたフィルタブロックと、
　前記フィルタブロックの背面に嵌め込まれるが、前記吸入路と同じ位置に孔が形成され
て吸入される注射液をろ過なしに通過させるフィルタと、
　前方に注射針が配備され、内部に第１及び第２取付孔が設けられて前記フィルタブロッ
クとコネクティングキャップがこの順に嵌め込まれるが、前記第１取付孔に押付リブが配
備されて前記螺旋溝に嵌め込まれるニードルホルダと、
　を備え、
　注射液は注射針－挿通孔－吸入路を通過してシリンダに流入し、投薬による注射液の排
出時には、前記ニードルホルダを直線移動させて押付リブが螺旋溝に沿って移動すると同
時に、フィルタホルダが回転して排出路と、フィルタ及び挿通孔を介して投薬が行われる
ことを特徴とする注射器。
【請求項４】
　前記フィルタブロックの外側面に形成された螺旋溝は、フィルタブロックが９０°回転
可能なように構成されることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の注射器
。
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【請求項５】
　前記フィルタブロックとフィルタのそれぞれの中央に軸孔が形成され、コネクティング
キャップの中央に突出された係合軸が前記軸孔を貫通して組み付けられ、前記フィルタブ
ロックの外側面にキーが突出されてニードルホルダの内側面に形成されたキー溝に嵌合さ
れることを特徴とする請求項２または３に記載の注射器。
【請求項６】
　前記コネクティングキャップの背面に対称状にフックが配備されてニードルホルダが該
フックに止着されることを特徴とする請求項２に記載の注射器。
【請求項７】
　前記フィルタブロックの外側面に色相を有する認識部材を備え、フィルタブロックの回
転後に前記認識部材が視認されるようにニードルホルダに透明窓が配備されることを特徴
とする請求項２に記載の注射器。
【請求項８】
　前記認識部材は、フィルタブロックの外側面に嵌着されることを特徴とする請求項７に
記載の注射器。
【請求項９】
　前記コネクティングキャップの前面に突部が配設され、フィルタブロックの背面に前記
突部が嵌め込まれる凹溝部が配設されるが、前記凹溝は、９０°の回転半径を有すること
を特徴とする請求項２に記載の注射器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、注射器に係り、さらに詳しくは、注射器の内部に注射液を吸入させるときには
フィルタを経由させないで円滑に吸入可能にし、これに対し、注射器内に吸入された注射
液を人体に投与するときにはフィルタを経由させて注射液に含まれている異物がろ過され
るようにした注射器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、注射器は、内部に注射液が貯溜される空間が設けられた円筒状のシリンダと、
前記シリンダの内部に形成されたチャンバの内部において進退運動しながら注射液を吸入
または排出するピストンと、前記シリンダの前方に形成されたネック部の外周面に外嵌さ
れる針ホルダと、前記針ホルダの先端に取設された注射針と、を備える。
【０００３】
このような構成を有する注射器は、注射液が収容されたアンプル（Ａ：Ａｍｐｏｕｌｅ）
の上部を砕いて開封し、開封された部分に注射針を引き込んだ後にピストンを後退させる
と、アンプル内の注射液がシリンダの内部に吸入される。この状態で、注射針を患者の患
部に突っ込んでピストンを前進させると、シリンダの内部にある注射液が注射針を介して
患者に投入される。
【０００４】
　しかしながら、このような注射液の吸入及び投入過程で、アンプルの上部を砕いて開封
すると、ガラス破片が飛散しながらその一部がアンプルの内部に入り込む虞があり、この
ようにアンプルの内部に入り込んだガラス破片が注射器に注射液を吸入するときに注射器
の内部に混入されるため、これを人体に投与する場合に患者に致命的な悪影響を及ぼして
しまう。
【０００５】
　このような問題点を改善するために、例えば、下記の特許文献１（以下、「従来の技術
」と称する。）には、注射器の内部に注射液を吸入する前に、注射器の内部にフィルタが
内蔵されたフィルタチップをシリンダのネック部に嵌め込んだままで注射液を吸入するこ
とにより、注射液に含まれているガラス破片をフィルタによって予めろ過する技術が提案
されている。
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【０００６】
しかしながら、上記の従来の技術は、注射器の内部に注射液を吸入するときには上記のフ
ィルタチップを嵌め込んだままで吸入し、注射器の注射液を患者に投与するときにはフィ
ルタチップを取り外し、新たな注射器チップを注射器に取り付けた後に注射液を投与する
ことを余儀なくされるため、注射液の吸入及び投与過程が煩雑であり、注射液を注射器の
内部に吸入する過程でフィルタによって作用するフィルタ圧によって注射液の円滑な吸入
が妨げられて使い勝手が悪くなる。
【０００７】
　また、フィルタチップを別途に製作しなければならないため製作コストが嵩むという問
題点もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】大韓民国特許登録第１０－９８１５８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は上記の従来の問題点を解消するために案出されたものであり、その主たる目的
は、注射器に注射液を吸入するときには、フィルタ圧を作用させないで注射液を吸入し易
くするのに対し、注射器内の注射液を人体に投与するときには注射液に含まれている異物
をろ過して注射液の吸入性の向上及びろ過効果を両立させることのできる注射器を提供す
ることである。
【００１０】
　また、本発明の他の目的は、注射液の吸入路と排出路が別設されたフィルタブロックを
備え、該フィルタブロックが嵌め込まれるニードルホルダの内側面に押付リブを備えて前
記フィルタブロックの外側面に形成された螺旋溝に係合させる構成であり、前記ニードル
ブロックを直線移動させることにより経路が切り換えられて使い勝手がよく、しかも、従
来のようなフィルタチップなどの取替作業が不要になる注射器を提供することである。
【００１１】
　本発明のさらに他の目的は、ニードルブロックを完全に係合させて引抜を防ぐとともに
、排出路と注射液の吸入されたピストンとが正確に接続されたか否かを認識させ、使い勝
手のよい注射器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記目的を達成するために、本発明に係る注射器は、ピストン付きシリンダが配設され
、先端に注射針付きニードルホルダが配設され、前記ニードルホルダの内側に嵌め込まれ
るフィルタブロックに貫通孔が穿孔され、該ニードルホルダの後方側に、吸入路と排出路
が設けられたコネクティングキャップを備えるが、該コネクティングキャップの前面はフ
ィルタブロックに密着された状態でニードルホルダの後方に嵌め込まれ、後端は前記シリ
ンダに接続された構成を有し、注射液の吸入時には前記貫通孔と流入路を介して注射液が
シリンダに流入し、注射液の吸入後には前記フィルタブロックを回転させて排出路と貫通
孔を連通させて該排出路の上に配設されたフィルタを経て投薬が行われる。
【００１３】
　また、本発明に係る注射器は、シリンダに配備されたピストンを往復移動させて注射液
を吸入／排出する注射器であって、前記シリンダの先端に係合され、該シリンダの内部と
連通される吸入路と排出路が形成されたコネクティングキャップと、前記コネクティング
キャップの前面に組み付けられ、前記吸入路及び排出路と選択的に連通される挿通孔が配
備され、外側面には螺旋溝が形成されたフィルタブロックと、前記コネクティングキャッ
プの前面に嵌め込まれるが、前記吸入路と同じ位置に孔が形成されて吸入される注射液は
ろ過なしに通過させるフィルタと、前記フィルタの前面に配設され、フィルタブロックの
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挿通孔が連通される孔が形成されたパッドと、前方に注射針が配備され、内部に第１及び
第２取付孔が設けられて前記フィルタブロックとコネクティングキャップがこの順に嵌め
込まれるが、前記第１取付孔に押付リブが配備されて前記螺旋溝に嵌め込まれるニードル
ホルダと、を備え、注射液は注射針－挿通孔－吸入路を通過してシリンダに流入し、投薬
による注射液の排出時には、前記ニードルホルダを直線移動させて押付リブが螺旋溝に沿
って移動すると同時に、フィルタホルダが回転して排出路と、フィルタ及び挿通孔を介し
て投薬が行われることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、先ず、第一に、注射器の内部に注射液を吸入するときにはフィルタを経由さ
せないで注射液が円滑に吸入可能になることから使い勝手がよく、注射器の内部に吸入さ
れた注射液を人体に投与するときにはフィルタを経由させて注射液に含まれている異物（
アンプルのガラス破片）をろ過して上述した使い勝手の向上とろ過効果を両立させること
ができる。
【００１５】
　第二に、本発明は、注射針付きニードルホルダを直線移動させるだけで、吸入路－排出
路が切り換えられることにより、使い勝手がよく、投薬時にはニードルホルダが安定的に
固定されるという効果がある。
【００１６】
　第三に、本発明は、投薬のために排出路に切り換えられた状態をユーザに認知させるこ
とにより、安全であり、しかも、使い勝手がよいという効果がある。
【００１７】
　最後に、本発明は、従来のようにフィルタチップ、注射器チップなどの２つの部品が不
要であり、単一のフィルタ部材によって注射液の円滑な吸入及びろ過作用を行うことがで
きるので、コストが節減される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る注射器の斜視図である。
【図２】本発明に係る注射器の分解断面図である。
【図３】本発明に係る注射器の要部拡大断面図である。
【図４Ａ】図４Ａは、本発明に適用されるニードルブロックの斜視図及び断面図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、本発明に適用されるニードルブロックの斜視図及び断面図である。
【図５Ａ】図５Ａは、本発明に適用されるフィルタブロックの斜視図及び断面図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、本発明に適用されるフィルタブロックの斜視図及び断面図である。
【図６】本発明に係る注射器の要部拡大断面図である。
【図７Ａ】図７Ａは、本発明に適用されるフィルタ及び調節部材の正面図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、本発明に適用されるフィルタ及び調節部材の正面図である。
【図８Ａ】図８Ａは、本発明に係る注射器の動作過程を示す断面図である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、本発明に係る注射器の動作過程を示す断面図である。
【図９Ａ】図９Ａは、本発明に係る注射器の他の実施形態を示す斜視図である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、本発明に係る注射器の他の実施形態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
以下、添付図面に基づき、本発明に係る注射器の実施形態について説明する。
【００２０】
本発明に係る注射器について説明するに先立って、開示される実施形態は、本発明の思想
を当業者が容易に理解できるように提供されるものであり、これらによって本発明が限定
されることはない。本発明の実施形態は、本発明の技術的思想及び範囲内において他の形
態に変形可能である。この明細書において、「及び／又は」は、前後に並べられた構成要
素のうちの少なくとも一つを含む意味として用いられている。この明細書において、他の
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構成要素の「上に」位置するということは、ある構成要素の上に他の構成要素が直接的に
位置するという意味はもちろん、前記ある構成要素の上に第３の構成要素がさらに位置し
てもよいという意味も含む。この明細書において、各構成要素または部分などを第１、第
２などの表現を用いて指し示しているが、これは明確な説明のために用いられる表現であ
り、本発明がこれらに限定されることはない。図示の構成要素の厚さ及び相対的な厚さは
、本発明の実施形態を明確に表現するために誇張されたものであってもよい。なお、添付
図面に図示の事項は、本発明の実施形態を容易に説明するために図式化されたものであり
、実際に実現される形態とは異なる場合がある。
【００２１】
　図１は、本発明に係る注射器の斜視図であり、図２は、本発明に係る注射器の分解断面
図であり、図３は、本発明に係る注射器の要部拡大断面図である。
【００２２】
　また、図４Ａ及び図４Ｂは、本発明に適用されるニードルブロックの斜視図及び断面図
であり、図５Ａ及び図５Ｂは、本発明に適用されるフィルタブロックの斜視図及び断面図
であり、図６は、本発明に係る注射器の要部拡大断面図であり、図７Ａ及び図７Ｂは、本
発明に適用されるフィルタ及び調節部材の正面図であり、図８Ａ及び図８Ｂは、本発明に
係る注射器の動作過程を示す断面図である。
【００２３】
同図を参照すると、本発明に係る注射器１００は、シリンダ１１０の前方に係合されて注
射液に含まれている異物（アンプルのガラス破片など）をろ過するためのものであり、ニ
ードルホルダ２１０と、フィルタブロック２３０と、フィルタ２５０と、調節部材２６０
及びコネクティングキャップ２７０を備える。
【００２４】
　前記ニードルホルダ２１０は、注射器１００の最前方に設けられる部品であり、その前
方にニードル（以下、注射針と称する。）２２０がシール材を介して取り付けられている
。
【００２５】
　また、前記ニードルホルダ２１０は後方が開口されており、内部に形成されているチャ
ンバ２１１の後方側には第１取付部２１２及び第２取付部２１３が階段状に設けられてお
り、前記第１取付部２１２の先端には押付リブ２１４が形成されている。
【００２６】
　前記ニードルホルダ２１０は、第２取付部２１３の一部にキー溝２１５が少なくとも１
以上形成されている。ここで、前記キー溝２１５は、同図に示すように、上部に突出した
状態でその内側にフィルタブロックの上面に突出したキー２７３が嵌め込まれて使用時に
揺れたり回転したりすることを防ぐ。
【００２７】
　前記フィルタブロック２３０は前記第１取付部２１２内に設けられ、ニードルブロック
２１０の直線運動時に回転運動をして薬液の移動経路を切り換えることにより、薬液の吸
入時にはフィルタを経由させないで、投薬時にのみフィルタを経由させるのである。
【００２８】
　前記フィルタブロック２３０の中央には軸孔２３１が形成され、前記軸孔２３１を中心
としてその周りには挿通孔２３２が形成されて後述するコネクティングキャップ２７０に
形成された吸入路２７５と排出路２７６に選択的に連通させる。
【００２９】
　前記フィルタブロック２３０は、同図に示すように、外周面に前記押付リブ２１４が嵌
め込まれる螺旋溝２３４が形成され、前記螺旋溝２３４の最低点にはストッパ２３４ａが
形成されている。
【００３０】
　一方、前記螺旋溝２３４はフィルタブロック２３０を正面（円形に見える方向）から見
たときに９０°の範囲内に形成され、且つ、１８０°の位相差をもって２個所に形成され
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てもよい。
【００３１】
　また、前記フィルタブロック２３０の背面の周縁部には凹溝２３５が形成されて、コネ
クティングキャップ２７０の前面に突出された突部２７０ａが嵌め込まれるが、該凹溝２
３５は９０°に形成されてフィルタブロックの円滑な回転を可能にするだけではなく、正
確に回転可能なように案内する役割を果たす。
【００３２】
　符号２３６は固定突起であり、後述するパッド２６０が固定される。すなわち、前記固
定突起２３６は、同図に示すように、尖った山形に形成されてパッド２６０をまるで針を
突っ込むように突っ込んで固定して経路の切換えによる回転時に、同時に回転できるよう
にする。
【００３３】
　フィルタ２５０はパッド状を呈し、後述するコネクティングキャップ２７０の前面に形
成された載置溝２７９に嵌入され、フィルタ２５０の前面にパッド２６０が位置する。前
記フィルタ２５０には、同図に示すように、中央の軸孔２５１を中心として周りに２つの
孔２５２のみが形成されてコネクティングキャップ２７０に嵌入されたときに、吸入路に
この孔が位置合わせられた状態で組み立てられる。
【００３４】
　また、前記パッド２６０は、シリコン材質から成形され、フィルタブロックとコネクテ
ィングキャップとの密着力を向上させ、さらに、薬液の外部への流出を防ぐとともに、外
部から空気または異物がピストンの内部に流入することを防ぐものであり、中央の軸孔２
６１を中心として４つまたは２つの孔が穿孔されている。
【００３５】
　コネクティングキャップ２７０は、フィルタ部材２００の最後方に位置する部品であり
、その前方が前記ニードルホルダ２１０の第２取付部２１３に押し込まれ、後方は注射器
１００のシリンダ１１０のネック部１１２が押し込まれるように開口されている。
【００３６】
　前記コネクティングキャップ２７０は、その前面に前記フィルタブロック２３０の軸孔
２３１を貫通する係合軸２７１が形成され、前記前面の係合軸２７１の周りには吸入路２
７５と排出路２７６が対称状に貫通されて前記フィルタブロックに形成された挿通孔２３
２に選択的に接続される。一方、前記吸入路と排出路のそれぞれは２つ設けられ、各経路
は対称状に形成され、ここで、吸入路２７５及び排出路２７６がなす角度θは９０°であ
る。
【００３７】
　前記コネクティングキャップ２７０の前面には突部２７０ａが配備され、この突部の内
側に前記フィルタとパッドが嵌め込まれる載置溝２７９が形成され、さらに、外側面には
キー２７３が形成されている。
【００３８】
前記コネクティングキャップ２７０は、その外周面の前方、すなわち、前記ニードルホル
ダ２１０の第２取付部２１３に嵌入される外周面の上に第２取付部の内壁に押し込まれる
少なくとも１以上の環状押込突起２７４が形成されている。
【００３９】
　また、本発明のコネクティングキャップ２７０背面には、対称状に２つのフック２７２
が設けられている。このフック２７２はニードルホルダ２１０を固定して安定的な投薬を
可能にし、ユーザに既に使用済みの注射器であるということを認知させる。
【００４０】
　図面符号２７７はシールリングであり、２７８はこのシールリングが嵌め込まれる溝部
であり、ニードルホルダに組み付けられたときに、密閉力はもちろん、真空状態が保たれ
るようにする。
【００４１】
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　一方、本発明の他の特徴は、投薬による経路の切換え時に、ユーザが正確な位置に経路
が切り換えられたか否かを認知することができるといういことである。このために、本発
明は、フィルタブロック２３０の外側面に認識部材２３３を備える。この認識部材２３３
は色相を有するものであり、赤色または緑色などの種々の色相を有し、前記ニードルホル
ダ２１０にはこれを視認可能な透明窓が形成される。
【００４２】
　例えば、前記ニードルホルダを押して、フィルタブロックが９０°回転すれば、このフ
ィルタブロックに設けられた認識部材２３３が透明窓に位置することにより、ユーザは経
路が切り換えられたことを認知することができる。これに対し、フィルタブロックの回転
が円滑に行われない場合、認識部材は透明窓まで達しない筈であり、これは、経路が正常
に切り換えられていないことを意味する。
【００４３】
　以下、本発明に係る注射器の作動過程について説明する。
【００４４】
　本発明は、コネクティングキャップ２７０の載置溝２７９にフィルタ２５０とパッド２
６０を嵌入し、フィルタブロック２３０の軸孔２３１にコネクティングキャップ２７０の
係合軸２７１を嵌入してこれらの両者を係合させる。
【００４５】
　次いで、前記フィルタブロック２３０を前記ニードルホルダ２１０の開口された後方を
介して第１取付部２１２内に嵌入する。これにより、フィルタブロック２３０と係合され
たコネクティングキャップ２７０も第２取付部２１３内に押し込まれた状態となる。この
過程で、前記ニードルホルダ２１０のキー溝２１５にコネクティングキャップ２７０のキ
ー２７３が嵌合することにより、係合の正確度が高められ、コネクティングキャップ２７
０の任意の回転が防がれる。
【００４６】
　さらに、フィルタブロック２３０に形成された凹溝２３５に突部２７０ａが嵌め込まれ
ることにより、円滑な回転が可能になり、このときの係合状態は、ニードルホルダ２１０
の押付リブ２１４がフィルタブロック２３０の螺旋爪２３４の最高点と接触された状態に
あり、コネクティングキャップ２７０の吸入路２７５と挿通孔２３２が連通されるように
位置している。
【００４７】
　次いで、前記コネクティングキャップ２７０の開放された後方にシリンダ１１０のネッ
ク部１１２を押し込んで係合すれば、全ての係合過程が終わる。
【００４８】
　この状態で、アンプルの上端を砕いて開封し、開封された部分にニードル１２０を引き
込んだ後にピストンを後退させると、アンプル内の注射液がニードルホルダ２１０と、フ
ィルタブロック２３０の挿通孔２３２及びコネクティングキャップ２７０の吸入路２７５
を介して注射器１００のシリンダ１１０に吸入される。
【００４９】
　このときにはろ過作用が行われないため、アンプルを砕くときに発生するガラス破片が
注射液に含まれてシリンダ１１０に吸入する虞があるが、注射液の吸入時にフィルタ２５
０を通過しないので、簡単に注射液を吸入することができて使い勝手がよくなる。
【００５０】
　注射液の吸入が終わると、ニードルホルダ２１０をシリンダ１１０に向かって押し、こ
れにより、押付リブ２１４がフィルタブロック２３０の螺旋溝２３４に沿って摺動しなが
らフィルタブロック２３０は９０°回転され、押付リブ２３２は螺旋溝２３４の最低点に
おいてストッパ２３４ａによって停止される。
【００５１】
　これにより、フィルタブロック２３０の挿通孔２３２は、コネクティングキャップ２７
０の排出路２７６と連通される。このとき、本発明において、認識部材２３３と透明窓を
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介して正確な位置にフィルタブロックが回転されたか否かを認知することができ、ニード
ルホルダ２１０がコネクティングキャップ２７０に配備されたフック２７２に止着される
ことにより、完全に固定された状態で投薬が可能になる。また、患者は、ニードルホルダ
２１０がフックに止着されているか否かによって注射器の再使用の有無を視覚的に判断す
ることができる。
【００５２】
　図９Ａ及び図９Ｂは、本発明に係る注射器の他の実施形態を示すものである。
【００５３】
　この実施形態は、上記の構成とは異なり、フィルタブロック２３０に吸入路２３２と排
出路２３３が配備され、中央に軸孔２３１が形成された構成である。なお、フィルタブロ
ック２３０の背面にフィルタ２５０が嵌め込まれる載置溝２３６が形成され、外側面に対
称状に２つの螺旋溝２３４、２３５が形成されている。
【００５４】
　図面符号２３４ａと２３４ｂは、螺旋溝の開始部と終端部を意味し、螺旋溝は９０°回
転自在に構成される。
【００５５】
　コネクティングキャップ２７０の前面の中央には係合軸２７１が突出され、この係合軸
の周りに前記吸入路及び排出路と選択的に連通される連通孔２７２が形成されている。も
ちろん、このコネクティングキャップ２７０の外側面にキー２７３と、環状押込突起２７
４が配備されている。
【００５６】
ニードルホルダ２１０は前記ニードルホルダと同様である。すなわち、ニードルホルダ２
１０は後方が開口されており、内部に形成されているチャンバ２１１の後方側には第１取
付部２１２及び第２取付部２１３が階段状に設けられており、前記第１取付部２１２の先
端には押付リブ２１４が形成されている。
【００５７】
　前記ニードルホルダ２１０は、第２取付部２１３の一部にキー溝２１５が少なくとも１
以上形成されている。ここで、前記キー溝２１５は、同図に示すように、上部に突出され
た状態でその内側にフィルタブロックの上面に突出されたキー２７３が嵌め込まれて、使
用時に揺れたり回転したりすることを防ぐ。
【００５８】
　図面符号２５１は軸孔である。この実施形態は、フィルタブロック２３０が回転し、コ
ネクティングキャップ２７０に形成された貫通孔２７２に選択的に連通されるものであり
、フィルタブロックに形成された排出路２３３の部位に形成されたフィルタ２５０が嵌め
込まれる載置溝２３６が形成されて注射液の投薬時にのみろ過が行われる。なお、この実
施形態は、コストの節減のために、フック及びパッドは備えなくてもよい。
【００５９】
　以上の本発明は上述した実施形態に何ら限定されるものではなく、特許請求の範囲内に
おいて種々の実施形態として実現可能である。特許請求の範囲において請求する本発明の
要旨を逸脱することなく、当該発明が属する技術分野において通常の知識を有する者であ
れば誰でも変形可能な様々な範囲まで本発明の権利範囲があると見なす。
【符号の説明】
【００６０】
　１１０　シリンダ
　１１１　ピストン
　１１２　ネック部
　１２０　ニードル
　２１０　ニードルホルダ                     
　２１１　チャンバ
　２１２　第１取付部
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　２１３　第２取付部
　２１４　押付リブ
　２３０　フィルタブロック
　２３１　軸孔
　２３２　挿通孔
　２３４　螺旋爪                      
　２５０　フィルタ
　２６０　パッド    
　２７０　コネクティングキャップ
　２７２　フック

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５Ａ】 【図５Ｂ】
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【図７Ｂ】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図９Ａ】

【図９Ｂ】
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